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１．はじめに 
 当社は，事業主体である新潟市とともに新潟駅周

辺整備事業を推進している．その一環として，当社

は新潟駅から万代広場側に伸びる西側連絡通路の撤

去を行った(図-1)．本工事は，新潟市の施工する万

代広場整備工事に段階的にヤードを引き渡す必要が

あったため，通路の段階的な撤去を行った．同時

に，工事期間中も歩行者の動線を確保するために仮

通路の整備を行った．本稿では西側連絡通路の段階

的撤去の過程，および歩行者動線を継続的に確保す

るために行った対応について報告する． 
 
２．工事概要 

西側連絡通路は新潟駅の南北方向の往来のため

1989 年に供用開始された(図-2)．当初の計画では西

側連絡通路は今後整備される万代ペデストリアンデ

ッキ（以降，万代ペデ）と接続し，コンコース階レ

ベルでの回遊を形成する計画となっていた．しか

し，計画の深度化により 2021 年 4 月に連絡通路は

万代ペデとは接続せず，撤去するという都市計画変

更がなされた．撤去工事は 2024 年 4 月から着手さ

れ，上屋撤去，床板撤去，桁撤去，橋脚撤去の順で

進められた．撤去は北側から順に行われた．これ

は，本工事のヤードが新潟市施工の万代広場整備に

も利用される予定であり，北側のヤードを早期に新

潟市に引き渡せるようにするためであった． 

 
３．連絡通路の段階的な撤去 
 先述のように，本工事のヤードは新潟市施行の万

代広場整備工事に引渡す予定であり，密な調整が必

要であった．当初は 2024 年 12 月にヤードを新潟市

に引き渡す予定だったが，広場整備計画の深度化に

より一部ヤードを 2024 年 9 月までに引渡す必要が

生じ，利用可能なヤードの範囲が変わったことによ

る施工計画の変更が必要となった(図-3)． 

 ヤード範囲変更への対応として，桁撤去作業を段

階的に行った．撤去する桁の位置によって，クレー

ンを設置する場所を柔軟に変更した(図-4)．当初は

北側ヤードにクレーンを設置し全ての桁を撤去する

予定であった．しかし，北側のヤード範囲が小さく

なったこと，および北側へのクレーンの搬入動線が

万代ペデ工事と競合していたことにより，すべての

桁を北側から撤去することが困難となった．そのた

め，一部の桁及び橋脚をアクセスしやすい西側ヤー

ドから撤去することとなった．しかし，西側ヤード

では既存構造物や周辺施設との離隔が限られてお

り，北側ヤードで用いた 100t クレーンでは作業半径

図- 1 新潟駅舎と西側連絡通路の位置関係 

図- 2 西側連絡通路の詳細 

図- 3 広場整備工事へのヤード引渡し範囲の整理 



や吊り上げ能力に制約が生じるため，計画通りの撤

去作業が困難であった．そこで，クレーンのスペッ

クを向上させ，550t クレーンを用いることで西側ヤ

ードにクレーンを置いた場合でも工期に問題が生じ

ず，早期の北側ヤード引渡しが実現可能となった． 

 

４．動線確保のための工夫①：仮通路整備 
西側連絡通路が撤去されると弁天通り側（万代広

場西側）から駅へのアクセス性が低下し，利用改札

の偏りが生じて混雑を招く可能性がある．そのた

め，代替動線として万代広場西側仮通路（以降，仮

通路）を整備し，2024 年 4 月に供用を開始した(図-

5)．通路幅は過去の西側連絡通路の流動調査を参考

に幅員 3.0m とした．西側連絡通路は駅店舗従業員

の動線も兼ねていたことから，仮通路にもバックヤ

ードにアクセスするための従業員通路を設置した．

また，仮通路の位置を駅舎 1 階の店舗沿いにするこ

とにより，仮通路から店舗がガラス越しに見えるよ

うになり，店舗フロアの魅力向上にも寄与した． 

 
５．動線確保のための工夫②：橋脚撤去時の切回し 
 西側連絡通路の駅舎側の橋脚は仮通路の近くに位

置していたため，撤去する際に仮通路を一時通行止

めする必要があった．通行止めは駅舎 1 階入口の閉

鎖間合いで実施するため，利用者への影響はないも

のの，夜間でも鉄道従事者の動線として機能してい

た．そのため，ヤード内に動線を切り回し，従事者

動線の確保を行った(図-6)．従事者動線は既存のル

ートよりも移動経路が長くならないよう配慮したう

えで，誘導案内を充実させることで鉄道事業への影

響が出ないような工夫を施した． 
 
６．まとめ 
本工事では，万代広場整備を着実に推進するため

に，西側連絡通路撤去の施工計画を柔軟に変更した．

また，工事期間中の歩行者・鉄道従事者の流動への影

響を最小限に抑えるため，仮通路による動線の確保

を行った．現在，西側連絡通路跡には広場の上屋が設

置されており，着々と工事が進行している．今後も全

体最適の視点を持ちながら着実に工事を進めたい． 

図- 5 万代広場西側仮通路の位置 

図- 6 鉄道従事者動線のヤード内切回し 図- 4 クレーン配置図 

a) クレーン配置概要 

b) 北側ヤードからの撤去の詳細 

c) 西側ヤードからの撤去の詳細 


